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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大だ
い

震し
ん
さ
い災
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥め
い
ふ
く福
を
衷
ち
ゅ
う
し
ん心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
被ひ
さ
い災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
震
災
に
伴
い
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
支し

援え
ん

・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
で
は
、
支
援
対
策
室
を
設
置
し
、

被
災
地
の
皆
様
に
対
し
、
支
援
物ぶ
っ
し資
の
提
供

や
救
き
ゅ
う
え
ん援
・
救き
ゅ
う
ご護
に
係か
か

る
人
員
、
水
道
復ふ
っ
き
ゅ
う
旧
に

係
る
人
員
の
派は
け
ん遣
を
行
う
な
ど
、
被
災
地
の

復ふ
っ
こ
う興
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】
市
総
務
課
消
防
防
災
室

　
　
　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

市
で
は
、
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
14
日
、「
義ぎ
え
ん
き
ん

援
金
箱
」
を
市

役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
県
の
要よ
う

請せ
い

を
受

け
、
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
か

ら
、
緊

き
ん
き
ゅ
う急
消
防
援
助
隊
の
部
隊
８

人
、
救
助
工
作
車
を
派
遣
し
ま
し

た
。

　

15
日
に
は
、
市
が
提
供
で
き
る

支
援
物
資
を
県
に
登
録
し
、
被
災

地
か
ら
の
支
援
要
請
に
備そ
な

え
、
翌

16
日
に
は
、
全
国
市
長
会
の
緊
急

災
害
支
援
掲
示
板
を
通
し
、
被
災

地
へ
市
が
提
供
で
き
る
支
援
物
資

の
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。ま
た
、

同
日
、
市
営
住
宅
で
の
被
災
者
受

入
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
復
興
支
援
を
全
庁
的

～　震 災 復 興 に 向 け て　～

▲
  大船渡市で支援物資の仕分け作業

を行う鹿屋市職員 2人

▲  市内のいたる所で行われている義援
金の募金活動
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市の主な取組
4 月 2 日： 福島県いわき市へ水道復旧に係る市職員３人を
　　　　　 派遣（7日間）
4 月１日： 宮城県へ支援物資発送（全部で 3.5 トン分）
3月 28 日： 宮城県石巻市へ

支援物資発送
　 （市民の皆様から提供いた
だいた紙おむつ、タオル等
や企業提供の甘味を抑えた
特注しょうゆ、みそ等、全
部で３トン分） 

 

3 月 26 日： 岩手県大船渡市へ大隅半島４市５町復興支援チーム
を派遣（うち市職員２人派遣・６日間）

3月 24 日：市武道館で支援物資の受付を開始 

3 月 23 日：宮城県石巻市から支援物資要請 
3 月 23 日：福島県二本松市へ支援物資発送
　　　　　 （保存食、紙おむつ等の市の備蓄

品や企業提供の飲料水等、全部
で３トン分）

3月 22 日：大隅半島４市５町復興支援チームを設置 

3 月 18 日：支援先が福島県二本松市に決定
3月 18 日： 東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）鹿屋市支援

対策室を設置 

3 月 16 日：市営住宅での被災者受入を決定 
3 月 16 日： 全国市長会緊急災害支援掲示板へ鹿屋市が提供でき

る支援物資を登録
3月 15 日：鹿児島県に鹿屋市が提供できる支援物資を登録 

3 月 14 日： 緊急消防援助隊鹿児島県
団の派遣として、大隅肝
属地区消防組合から、救
助部隊８人、救助工作車
を派遣 

3 月 14 日： 水道復旧や管路調査にあたる市職員や被災建築物応
急危険判定士の派遣を各種機関に登録

3月 14 日：「東日本大震災義援金箱」設置  

な
体
制
で
迅じ
ん
そ
く速
に
行
え
る
よ
う

に
、
18
日
に
は
鹿
屋
市
支
援
対
策

室
を
設
置
。
同
日
、
全
国
市
長
会

の
掲
示
板
を
通
じ
、
市
が
提
供
で

き
る
支
援
物
資
の
搬は
ん

送そ
う

先
が
、
福

島
県
二に
ほ
ん
ま
つ

本
松
市
に
決
定
し
第
一
便

と
し
て
、
23
日
、
保
存
食
、
飲
料

水
等
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

24
日
か
ら
31
日
ま
で
、
市
武
道

館
で
支
援
物
資
の
受
付
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
連
日
、
市
内
外
か
ら
、

多
く
の
支
援
物
資
の
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
回
、
支
援

物
資
の
受
付
や
、
こ
ん
包ぽ
う

作
業
の

ほ
と
ん
ど
を
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
児
が
描
い
た
愛
情

あ
ふ
れ
る
手
紙
や
高
校
生
が
折
っ

て
く
れ
た
千せ
ん
ば
つ
る

羽
鶴
な
ど
も
届
け
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
物
資
を
嶋
田
市
長

に
直
接
支
援
要
請
の
あ
っ
た
宮
城

県
石い
し
の
ま
き巻
市
へ
第
二
便
と
し
て
28

日
発
送
。
４
月
１
日
に
は
第
三
便

と
し
て
、
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
の

車
両
３
台
で
、
宮
城
県
へ
支
援
物

資
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
隅
半
島
４
市
５
町 

の
編へ
ん
せ
い成
職
員
に
よ
る
復
興
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
市
職
員
か
ら

二
人
を
26
日
、
第
一
陣
と
し
て
岩

手
県
大お
お
ふ
な
と

船
渡
市
へ
派
遣
し
ま
し

た
。（
う
ち
一
人
は
気
仙
沼
市
出

身
）

　

義
援
金
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

個
人
や
団
体
、
企
業
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、３
月
31
日
現
在
、

１
３
，
１
９
８
，
４
３
０
円
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島

支
部
鹿
屋
市
地
区
に
届
け
ま
す
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
救
援
・

救
護
に
係
る
人
員
の
派
遣
な
ど
、

被
災
地
の
復
興
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

▲ 園児たちから被災者への手紙

▲ 大隅肝属地区消防組合救助部隊 8人の活動の様子（石巻市）

▲ 震災後も、一部海水に飲み込まれたままの石巻市内
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「元気」にする積極予算

自
主
財
源
の
う
ち
、市
税
は
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

３
億
５
４
０
万
円
増
の
92
億
７
，

２
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金

は
、
２
億
８
，
８
２
９
万
７
千
円

減
の
８
億
７
，０
７
１
万
５
千
円
、

使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
そ
の
他

の
収
入
は
市
営
住
宅
使
用
料
の
増

や
新
町
市
営
住
宅
の
移
転
補
償
費

を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

４
億
７
，
５
６
６
万
９
千
円
増
の

◆
財
政
用
語
ま
め
辞
典
◆

■
一
般
会
計
＝
福
祉
や
教
育
、
公
園
や

道
路
の
建
設
な
ど
市
の
基
本
的
な
事

業
を
行
う
会
計

■
特
別
会
計
＝
特
定
の
収
入
を
特
定
の

支
出
に
充
て
、
事
業
を
行
う
会
計

■
骨
格
予
算
＝
市
長
選
挙
等
の
関
係
か

ら
政
策
判
断
が
で
き
に
く
い
場
合
、

政
策
的
経
費
を
除
き
、
人
件
費
な
ど

の
義
務
的
経
費
を
主
体
と
し
て
必
要

最
小
限
の
経
費
を
計
上
す
る
予
算

■
自
主
財
源
＝
地
方
自
治
体
が
自
主
的

に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源

■
依
存
財
源
＝
定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ

り
国
な
ど
か
ら
地
方
自
治
体
に
交
付

さ
れ
る
財
源

■
義
務
的
経
費
＝
支
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い

経
費
で
人
件
費
、
扶
助
費
及
び
公
債

費
の
合
計
額

■
投
資
的
経
費
＝
道
路
、
公
園
、
学
校
、

市
営
住
宅
の
建
設
等
社
会
資
本
の
整

備
や
災
害
復
旧
費
に
要
す
る
も
の
で

あ
り
、
支
出
の
効
果
が
ス
ト
ッ
ク
と

し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ

る
経
費

■
経
常
的
経
費
＝
毎
年
度
継
続
し
て
経

常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
で
義
務
的

経
費
や
施
設
の
維
持
管
理
経
費
な
ど

■
政
策
的
経
費
＝
義
務
的
経
費
と
異
な

り
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、
産
業
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
政
策
推
進
の
た

め
に
支
出
す
る
経
費

■
一
般
財
源
＝
市
税
、
地
方
交
付
税
な

ど
市
が
ど
の
経
費
に
も
自
由
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
財
源

■
地
方
交
付
税
＝
地
方
自
治
体
の
標
準

的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
一
定
に
保
つ

た
め
の
国
か
ら
の
交
付
金

　平成 23 年度当初予算が、３月に開かれた鹿屋市議会定例会で議決されました。
　一般会計当初予算の総額は、409 億 8,700 万円で過去最大規模となりました。
　これは、骨格予算として編成した前年度当初予算と比べ 8.3％の増であり、九州新幹線の全線開業対
策事業をはじめとする鹿屋市を元気にするための新たな事業などを積極的に盛り込んだことや、生活保
護費等の扶助費が増加していることなどによるものです。
　また、前年度６月の補正後予算と比較すると、3.4％の減となりますが、これは、前年度に学校給食
センター整備事業や学校再編に伴う百引小学校の校舎増改築工事などの大型事業を実施したことや、「第
２次行政経営改革大綱」等に基づく行財政改革を進めたことなどによるものです。
　ここでは、新年度予算の編成方針や特徴について説明します。

【問い合わせ】市財政課　☎ 0994-31-1126

27
億
６
，
６
５
０
万
７
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交

付
税
は
、
前
年
度
に
創
設

さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
雇
用
等

臨
時
特
例
費
の
拡
充
な
ど
に
よ

り
、
９
億
６
，
９
０
０
万
円
増
の

１
３
６
億
６
，
９
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
債

は
、
１
億
２
，
８
４
０
万
円
増
の

32
億
４
，
４
３
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市税
9,272,900 千円
（22.6％）

自主財源
12,910,122千円
（31.5％）

依存財源
28,076,878千円
（68.5％）

分担金・負担金
590,454 千円（1.4％）

使用料・手数料
759,351 千円（1.9％）
繰入金
870,715 千円（2.1％）

その他自主財源
1,416,702 千円（3.5％）

地方交付税
13,669,000 千円
（33.3％）

国・県支出金
9,207,378 千円
（22.5％）

地方債
3,244,300 千円
（7.9％）

譲与税・交付金  1,931,000 千円（4.7％）
その他依存財源  25,200 千円（0.1％）

歳入
409億8,700万円
（100％）

平成23年度一般会計当初予算歳入予算の状況
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平成23年度一般会計当初予算は

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人

件
費
は
職
員
数
の
減
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
４
，

３
５
１
万
１
千
円
減
の
75
億
７
，

３
６
８
万
３
千
円
。

　

扶
助
費
は
、
子
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
に
伴
う
事
業
費
の
増
や
生

活
保
護
世
帯
・
人
員
の
増
加
な
ど

に
伴
い
、
５
億
２
，
２
６
５
万
２

千
円
増
の
１
０
３
億
９
，
４
３
６

万
１
千
円
。

　

公
債
費
は
、
ミ
ニ
公
募
債
（
プ

リ
ン
セ
ス
か
の
や
債
）
の
償
還
が

前
年
度
に
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
４
億
８
，
８
７
４
万
６
千

円
減
の
51
億
３
，
１
９
５
万
７
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
に

比
べ
12
億
５
，
７
２
４
万

４
千
円
増
の
36
億
８
，
６
２
７
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
前

年
度
当
初
予
算
が
骨
格
予
算
で
あ

り
、
普
通
建
設
事
業
費
の
多
く
を

６
月
補
正
予
算
で
肉
付
け
し
た
た

め
で
す
。

■
国
庫
支
出
金
＝
国
が
、
地
方
公
共
団

体
に
特
定
の
行
政
費
の
一
部
と
し

て
、
交
付
す
る
補
助
金
や
委
託
金

■
繰
入
金
・
繰
出
金
＝
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
基
金
等
の
会
計
間
に
お
け

る
現
金
の
移
動
を
表
す
も
の
。
例
え

ば
、
一
般
会
計
の
歳
出
に
不
足
が
生

じ
た
場
合
に
、
基
金
か
ら
取
り
崩
し

て
一
般
会
計
に
移
動
す
る
こ
と
な
ど

を
繰
入
れ
と
い
う
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施
設
の

使
用
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
こ

と
の
対
価
と
し
て
利
用
者
等
か
ら
徴

収
す
る
も
の
で
、
各
種
公
共
施
設
の

使
用
料
、
住
民
票
等
各
種
証
明
の
発

行
手
数
料
等

■
市
債
＝
市
が
建
設
事
業
や
災
害
復
旧

事
業
な
ど
を
行
う
と
き
、
財
源
と
な

る
借
入
金

■
普
通
建
設
事
業
＝
道
路
や
公
園
、
学

校
な
ど
公
共
施
設
を
建
設
す
る
た
め

の
経
費

■
性
質
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お
け
る

「
節
」
の
区
分
を
基
準
と
し
た
分
類

で
あ
り
、
財
政
の
健
全
性
、
弾
力
性

を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
分
類

■
目
的
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お
け
る

「
款
」、「
項
」
の
区
分
を
基
準
と
し

た
分
類
で
あ
り
、
各
部
各
課
ご
と
の

お
お
ま
か
な
予
算
の
比
重
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
分
類

■
人
件
費
＝
特
別
職
、
一
般
職
の
給
与

や
議
員
報
酬
な
ど

■
扶
助
費
＝
生
活
保
護
費
や
子
ど
も
手

当
に
充
て
る
た
め
の
経
費

■
公
債
費
＝
市
が
借
り
入
れ
た
地
方
債

（
借
金
）
返
済
の
た
め
の
経
費

■
物
件
費
＝
施
設
の
維
持
管
理
や
物
品

購
入
の
た
め
の
経
費

409億8,700万円

 「地域の底力」でかのやを　

民生費
15,559,753 千円
（38.0％）

公債費
5,131,957 千円
（12.5％）

教育費
4,363,020 千円
（10.7％）

総務費
4,190,204 千円
（10.2％）

土木費
3,304,806 千円
（8.1％）

衛生費
3,067,369 千円
（7.5％）

農林水産業費
2,539,841 千円
（6.2％）

消防費  1,201,901 千円（2.9％）
商工費  828,975 千円（2.0％）
その他  799,174 千円（1.9％）

目的別歳出
409 億 8,700 万円
（100％）

人件費
7,573,683 千円
（18.5％）

扶助費
10,394,361 千円
（25.4％）

公債費
5,131,957 千円
（12.5％）

普通建設事業
3,531,225 千円
（8.6％）

物件費
5,352,129 千円
（13.1％）

補助費等
4,736,991 千円
（11.5％）

繰出金
3,524,484 千円
（8.6％）

その他  742,170 千円（1.8％）

性質別歳出
409 億 8,700 万円
（100％）

平成23年度一般会計当初予算歳出予算の目的別・性質別分類
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平
成
23
年
度
当
初
予
算
は
、

○ 

急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
や
過

疎
化
の
問
題

○ 

長
引
く
景
気
低
迷
や
昨
年
４
月

に
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫

の
影
響
等
に
よ
る
地
域
経
済
の

停
滞

○ 

学
校
の
耐
震
化
や
道
路
・
橋
の

維
持
・
補
修
な
ど
、
大
規
模
な

施
設
修
繕
へ
の
対
応

な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
、
共
生
・
協
働
を
基
本
に
、
人

や
ま
ち
、
そ
し
て
産
業
が
生
き
生

き
と
躍
動
す
る
元
気
な「
か
の
や
」

づ
く
り
を
目
指
し
た
施
策
・
事
業

を
積
極
的
に
展
開
す
る
予
算
と
し

ま
し
た
。

　

同
時
に
、「
第
２
次
行
政
経
営

改
革
大
綱
」
な
ど
に
基
づ
く
人
件

費
等
の
削
減
や
、
外
部
仕
分
け
に

よ
る
見
直
し
な
ど
の
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
徹
底
し
た
無
駄
の
排

除
と
節
約
に
努
め
ま
し
た
。

●
新
年
度
予
算
の
特
徴

　

地
域
に
今
い
る
人
、
今
あ
る
資

源
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
の
底
力
」

を
発
揮
し
て
地
域
に
「
元
気
」
と

「
活
力
」を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
、

○ 

「
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
や

食
と
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

交
流
促
進
」

○ 

「
内
発
型
産
業
の
振
興
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
」

○ 

「
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
の
充
実
」

の
３
つ
を
政
策
の
柱
に
、
次
の
８

つ
の
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

①  
市
民
の
声
と
力
を
生
か
す
ま

ち
づ
く
り

②  

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

③  

地
域
を
元
気
に
す
る
産
業
づ

く
り

④  

地
域
で
支
え
あ
う
健
や
か
で

心
の
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り

⑤  

快
適
な
生
活
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り

⑥  

自
然
と
環
境
を
大
切
に
す
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

⑦  

未
来
の
郷
土
を
担
う
ひ
と
づ

く
り

⑧  

人
・
モ
ノ
・
情
報
を
結
び
付

加
価
値
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

●
歳
入

　

企
業
業
績
の
改
善
に
伴
う
法
人

市
民
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
3.4
％

の
税
収
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
歳
入
に
占
め
る
一
般
財

源
の
比
率
は
前
年
度
の
67
・
５
％

か
ら
68
・
２
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
残
高
に
つ
い
て

は
５
年
連
続
で
改
善
し
、
前
年

度
と
比
較
し
て
約
12
億
円
減
の

４
１
４
億
７
，
０
０
０
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
選
択
と
集
中
」
の
視

点
に
立
っ
た
事
業
の
選
別
に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
市
債
発
行
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
市
債
を
発
行
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
も
、
財
源
措

置
が
あ
る
有
利
な
も
の
を
選
び
、

将
来
的
に
も
健
全
財
政
を
維
持
し

て
い
き
ま
す
。

●
歳
出

　

新
年
度
予
算
の
中
か
ら
「
８
つ

の
重
点
施
策
」
に
か
か
る
事
業
の

一
部
を
７
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
で
は
、15
・
６
％

増
の
２
４
５
億
１
，
０
４
４
万
８

千
円
で
、
主
な
特
別
会
計
の
増
減

要
因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険

　

前
年
度
比
19
・
６
％
増
の

１
３
４
億
３
，
２
３
２
万
３
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一

般
被
保
険
者
診
療
給
付
費
の
１
人

当
た
り
単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
に

伴
う
保
険
給
付
費
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

　

前
年
度
比
57
・
９
％
増
の

９
億
６
，
２
２
０
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年

度
が
骨
格
予
算
で
あ
り
、
保
険
基

盤
安
定
負
担
金
に
か
か
る
広
域
連

合
納
付
金
を
６
月
補
正
予
算
で
計

上
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

前
年
度
比
7.5
％
増
の
89
億
５
８

３
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
要
介
護
認
定
者
数
の
増

加
に
伴
う
在
宅
サ
ー
ビ
ス
及
び
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
の

増
が
主
な
要
因
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

前
年
度
比
13
・
４
％
増
の

10
億
６
，
７
７
４
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年

度
は
骨
格
予
算
の
た
め
、
一
部
の

公
共
事
業
を
６
月
補
正
対
応
と
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

●
水
道
事
業

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収
入

源
と
支
出
用
途
の
性
格
に
よ
っ
て
、

収
益
的
収
支
と
資
本
的
収
支
に
分

か
れ
ま
す
。
収
益
的
収
支
は
水
道

事
業
の
経
営
活
動
に
、
資
本
的
収

支
は
水
道
施
設
の
整
備
事
業
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

区分 当初予算額
（千円）

前年度
比　較

一般会計 40,987,000 8.3％

特
別
会
計

国民健康
保険事業 13,432,323 19.6％

後期高齢者
医療 962,209 57.9％

介護保険
事業 8,905,836 7.5％

公共下水道
事業 1,067,743 13.4％

下水道事業 40,405 △ 0.6％

輝北簡易
水道事業 101,932 71.5％

小計 24,510,448 15.6％

合計 65,497,448 10.9％

■会計別予算額の内訳

区分 当初予算額
（千円）

収益的収入 1,648,593

収益的支出 1,392,420

資本的収入    370,486

資本的支出 1,340,951

■水道事業

　

特
別
会
計
・

　
　
　
　

公
営
企
業
会
計
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⑦ 未来の郷土を担うひとづく
り

□教育改革推進事業
　　　　　　　　（421 万４千円）
□特別支援教育推進事業

　　　　　（3,215 万 7 千円）
□かのや学校応援団事業
　　　　　　　　（129 万８千円）
□小・中学校スクールバス業務委
託事業　　　  （3,113 万１千円）

▲ 4 月に開校を迎えた輝北中学校

① 市民の声と力を生かすまち
づくり

□元気なかのやづくり会議
（20 万８千円）

□行政経営改革推進事業
（269 万９千円）

□地域再生会議
（25 万５千円）

□地域コミュニティ基盤整備事業
（633 万８千円）

▲  ３月に行われた元気なかのやづくり会
議「街のにぎわいづくり意見交換会」

② 安全・安心な暮らしのある
まちづくり

□管理放棄老朽家屋等実態調査事
業　　　　　　　　（385 万円）
□消防自動車購入事業
　　　　　　　（4,127 万２千円）
□防災・行政・地域情報伝達シス
テム整備事業　（101 万１千円）
□小・中・高等学校施設耐震化
  促進事業（３億 1,092 万５千円）

▲ 耐震化整備を行う田崎小学校

③ 地域を元気にする産業づく
り

□「深蒸し茶の郷かのや」づくり
事業　　　　　（988 万１千円）
□農産物処理加工施設整備支援事
業　　　　　　 　（7,300 万円）
□内発型産業育成支援事業
　　　　　　　　　 （1,000 万円）
□ＩＴ技術者養成事業
　　　　　　　　（903 万７千円）

▲今話題のかのや産深蒸し茶

④ 地域で支えあう健やかで心
のかようまちづくり

□子ども医療費助成事業
（２億 5,154 万９千円）

□任意３ワクチン接種事業
（１億 5,421 万９千円）

□高齢者等訪問給食サービス事業
（１億 766 万７千円）

□地域福祉計画策定事業
（170 万２千円）

▲ 高齢者等訪問給食サービス事業

⑤ 快適な生活を支えるまちづ
くり

□公園整備事業（輝北ダム移転記
念公園ほか）　（6,695万２千円）
□新町市営住宅建替事業

（２億 6,636 万１千円）
□幹線道路等整備事業

（9,376 万７千円）
□防衛施設民生安定事業

（5,094 万９千円）

▲  平成 22 年度に整備された市道新川
田崎線

⑥ 自然と環境を大切にするふ
るさとづくり

□低公害車導入事業
（255 万円）

□環境対策推進事業
（275 万２千円）

□地球温暖化対策推進事業
（1,954 万１千円）

□小型合併浄化槽設置整備事業
　　　　　 （２億 7,051 万３千円）

▲  地球温暖化防止のための太陽光発電シ
ステム等の設置補助

□新幹線効果活用対策事業
　　　　　　　 （1,127 万１千円）
□情報プラザシステム機器更新事業

　　　　　（138 万円）
□スポーツ合宿まちづくりプロジェ
クト推進事業　　（544 万１千円）
□元気なかのやグラウンドゴルフ
大会　　　　　　　（112 万円）

▲ ３月に全線開通した九州新幹線

⑧ 人 ･ モノ ･情報を結び付加
価値の高いネットワークづ
くり

８つの
重点施策

平成23年度一般会計当初予算特集
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▲病児保育の実施施設『森のくまさん家』

年
の
児
童
で
、
次
の
状
態
に
あ
て

は
ま
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま

す
。

○ 

病
気
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難

な
状
態
で
あ
り
、
か
つ
、
保
護

者
の
勤
務
の
都
合
、
傷
病
、
事

故
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、

社
会
的
に
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
状
態
で
あ
る
場
合
。

●
１
日
の
利
用
料
金

① 

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯
＝
無
料

② 

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
①
及
び

④
を
除
く
）
＝
無
料

③ 

市
民
税
課
税
世
帯
（
①
及
び
④

を
除
く
）

＝
１
，
０
０
０
円

④ 

所
得
税
課
税
世
帯

＝
２
，
０
０
０
円

※ 

申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
④
に

な
り
ま
す
。

　

①
②
③
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
出
内
容
の
証
明
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
育
所
入
所
時
に
提

出
し
て
い
る
人
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。（
所
得
税
は
平
成
22

年
分
、
市
民
税
は
平
成
22
年

度
分
が
必
要
で
す
）

※ 
昼
食
や
お
や
つ
は
、
各
家
庭
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

●
利
用
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
が
必
要
で
す
。
市
子
育
て

支
援
課
（
⑰
番
窓
口
）
又
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
で
登
録
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
印

鑑
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
利
用
時
に
は
実
施
施
設

に
予
約
を
取
り
、
利
用
申
込
書
及

び
医
師
連
絡
票
を
実
施
施
設
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
定
員
の
関
係
や
児
童

の
病
状
等
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
22
年
度
に
登
録
し
た
人

も
、
平
成
23
年
度
は
再
度
登
録

が
必
要
で
す
。

●
利
用
時
間

　

 

月
〜
金
曜
日
＝
８
時
30
分
〜
18

時

　

土
曜
日
＝
８
時
30
分
〜
12
時

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
当
日

　

の
７
時
30
分
ま
で
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
実
施
施
設

　

森
の
く
ま
さ
ん
家

　
（
西
原
2
丁
目
・
ま
つ
だ
こ
ど

　

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
併
設
）

　

☎
０
９
９
４-

52-

０
５
０
６

　

保
育
所
等
に
入
所
中
の
児

童
が
病
気
の
た
め
集
団
保
育

が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
保

護
者
が
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
家
庭
で
の
育
児
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
場
合
、
一

時
的
に
児
童
を
預
か
り
保
育

し
ま
す
。

【問い合わせ】市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

病病児・児・
病後児病後児
保育保育

　市では、様々な保育ニーズに対し　市では、様々な保育ニーズに対し
て、個々の家庭の状況に適切に対応て、個々の家庭の状況に適切に対応
できるよう保育サービスの充実を図できるよう保育サービスの充実を図
り、仕事と子育ての両立を支援してり、仕事と子育ての両立を支援して
います。います。

●
対
象
児
童

　

保
育
所
・
幼
稚
園
等
で
保
育
し

て
い
る
乳
幼
児
及
び
小
学
校
低
学
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●
実
施
場
所

○
大
黒
保
育
園
（
下
高
隈
町
）

　

☎
０
９
９
４-

45-

３
０
７
８

○
愛
育
園
（
新
川
町
）

　

☎
０
９
９
４-

41-

０
８
２
０

●
対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
認
可
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
児
童
で
、
保
護
者

が
日
曜
・
祝
日
に
冠
婚
葬
祭
や
仕

事
な
ど
の
た
め
保
育
が
で
き
な
い

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

私
的
理
由
に
よ
る
場
合
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

認
可
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な

い
児
童
で
も
保
育
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
勤
務

証
明
書
等
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

　

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
市

子
育
て
支
援
課
（
⑰
番
窓
口
）
又

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
登

録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
の
利
用
は
、
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
す
る

と
き
は
、
利
用
日
の
一
週
間
前
ま

で
に
実
施
保
育
園
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 
利
用
希
望
者
が
多
い
日
等
は
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
利
用
時
間

　

８
時
〜
17
時
（
原
則
）

●
利
用
料
金

〈
１
日
当
た
り
〉

　

０
歳
児
＝
１
，
５
０
０
円

　

１
歳
以
上
児

　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

〈
１
時
間
当
た
り
〉

　

０
歳
児　
　

＝
３
０
０
円

　

１
歳
以
上
児
＝
２
０
０
円

〈
昼
食
費
〉　

＝
２
０
０
円

※ 

年
齢
は
、
登
録
申
請
が
あ
っ
た

月
の
初
日
を
基
準
と
し
ま
す
。

し
て
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日
・
開
設
時
間
・
利
用
料
金

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
設
日
、

開
設
時
間
、
利
用
料
金
が
異
な
り

ま
す
。
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
な
ど
に
よ
り
昼
間
、

保
護
者
が
在
宅
し
て
い
な
い

小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対

象
に
、
授
業
が
終
了
し
て
か

ら
夕
方
ま
で
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

指
導
員
が
遊
び
や
生
活
指
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
概
ね
小
学
校
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
、

仕
事
な
ど
に
よ
り
昼
間
保
護
者
が

在
宅
し
て
い
な
い
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

　

希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
連
絡

平成 23年度鹿屋市放課後児童クラブ一覧表

クラブ名 所在地 電話番号

鹿屋学童育成クラブ 西大手町 0994-42-2663

寿・第２寿学童育成クラブ 寿５丁目 0994-41-2568

わかば児童クラブ 寿４丁目 0994-44-5234

第１・第２こばと児童クラブ 川西町 0994-40-2851

笠之原児童育成クラブ 笠之原町 0994-42-2919

二葉児童クラブ 西原 1丁目 0994-44-6107

にしはら学童育成クラブ 西原１丁目 0994-45-5215

はらい川児童クラブ 祓川町 0994-42-2250

西原台学童育成クラブ 今坂町 0994-44-6577

花岡児童育成クラブ 花岡町 0994-46-3763

和光児童クラブ 横山町 0994-48-2931

エンゼル児童クラブ 札元２丁目 0994-43-9353

南部幼稚園学童クラブ 下堀町 0994-44-6850

吾平児童クラブ 吾平町上名 0994-58-8220

いずみ幼稚園学童クラブ 吾平町上名 0994-58-6893

光明児童クラブ 輝北町上百引 099-486-0562

細山田保育園わんぱく児童クラブ 串良町細山田 0994-62-2026

正徳仲良しクラブ 串良町岡崎 0994-63-2186

上小原児童クラブ 串良町上小原 0994-63-4505

休休日日
  保育保育

放放課後課後
児 童児 童
クラブクラブ

▲鹿屋学童育成クラブ

　

日
曜
・
祝
日
に
、
冠
婚
葬
祭

や
仕
事
な
ど
の
た
め
家
庭
で
の

育
児
が
で
き
な
い
場
合
に
、
児

童
を
預
か
り
保
育
し
ま
す
。
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  愛犬の登録と狂犬病予防注射を実施します

 登録及び狂犬病予防注射日程

期
日 時　間 会　場

６
月
16
日
（木）

　9:30 ～ 10:05 野里町集落センター
10:15 ～ 10:45 下堀町公民館
11:00 ～ 11:15 星塚敬愛園車庫前
11:25 ～ 11:50 萩塚町集落センター
13:10 ～ 13:30 飯隈公民館
13:40 ～ 14:05 永野田公民館
14:15 ～ 15:00 川西公民館

 

６
月
17
日
（金）

　9:30 ～ 10:00 尾之上団地入り口
10:10 ～ 10:40 上谷公民館
10:50 ～ 11:10 西原 1丁目スミレ公園
11:20 ～ 11:50 西原 2丁目西公民館
13:10 ～ 13:35 市保健相談センター
13:45 ～ 14:15 打馬公民館
14:25 ～ 15:00 王子町公民館

６
月
21
日
（火）

　9:30 ～　 9:55 名貫町集落センター
10:05 ～ 10:35 田崎地区学習センター
10:45 ～ 11:25 上田崎コミュニティセンター
11:35 ～ 11:50 田崎公民館
13:10 ～ 13:45 新川公民館
14:00 ～ 14:25 川東公民館
14:40 ～ 15:00 川東公民館別館光同寺公民館

６
月
22
日
（水）

　9:30 ～ 10:00 白崎町公民館
10:10 ～ 10:45 寿５丁目公民館
10:55 ～ 11:15 寿７丁目公民館
11:25 ～ 11:50 寿８丁目公民館
13:10 ～ 14:00 笠之原町公民館
14:10 ～ 14:30 寿４丁目公民館
14:40 ～ 15:00 寿３丁目公民館

６
月
23
日
（木）

　9:30 ～　 9:55 札元１丁目公民館
10:05 ～ 10:35 札元２丁目公民館
10:45 ～ 11:10 旭原公民館
11:20 ～ 11:50 東原研修館
13:10 ～ 13:30 寿２丁目公民館
13:40 ～ 14:05 緑山公民館
14:15 ～ 14:30 曽田町公民館
14:40 ～ 15:00 社会福祉協議会分室

◆鹿屋地区
期
日 時　間 会　場

６
月
７
日
（火）

　9:30 ～　 9:50 吉ヶ別府公民館
10:05 ～ 10:25 重田公民館
10:45 ～ 11:00 柏木多目的集会施設
11:20 ～ 11:50 高隈地区交流促進センター
13:10 ～ 13:30 谷田集会施設
13:45 ～ 14:25 旧農協大黒出張所
14:40 ～ 15:00 黒坂公民館

６
月
８
日
（水）

　9:30 ～ 10:00 上祓川町集落センター
10:10 ～ 10:35 祓川町集落センター
10:45 ～ 11:15 西祓川町集落センター
11:25 ～ 11:50 下祓川町集落センター
13:10 ～ 13:30 大須自治公民館
13:40 ～ 14:15 大浦町公民館
14:25 ～ 15:00 郷之原自治公民館

６
月
９
日
（木）

　9:30 ～　  9:50 白水町公民館
10:10 ～ 10:30 小薄公民館
10:50 ～ 11:10 花里公民館
11:30 ～ 11:50 根木原公民館
13:10 ～ 13:40 鶴羽公民館
13:50 ～ 14:20 海道町公民館
14:30 ～ 15:00 古里公民館

６
月
10
日
（金）

　9:30 ～ 10:05 横山集落センター
10:15 ～ 10:45 大姶良出張所
10:55 ～ 11:20 大姶良西ふれあい公民館
11:30 ～ 11:50 大姶良東集落センター
13:10 ～ 13:40 獅子目中央公民館
13:55 ～ 14:25 旧南公民館跡
14:35 ～ 15:00 池園町公民館

６
月
14
日
（火）

　9:30 ～　  9:55 岡泉公民館
10:05 ～ 10:35 浜田海水浴場駐車場
10:45 ～ 11:20 高須地区学習センター
11:30 ～ 11:50 天神構造改善センター
13:10 ～ 13:30 船間公民館
13:45 ～ 14:10 古江下集会所
14:25 ～ 15:00 今坂町公民館

６
月
15
日
（水）

　9:30 ～　 9:50 新栄町自治公民館
10:05 ～ 10:30 新生町公民館
10:45 ～ 11:05 西原３丁目公民館
11:20 ～ 11:50 西原４丁目公民館
13:10 ～ 14:00 上野町公民館
14:15 ～ 14:30 小野原公民館
14:45 ～ 15:00 野元公民館

　「犬の登録」と毎年一回の「狂犬病予防注射」を愛犬に受けさせるこ
とは、飼い主の義務です。
　市では、「犬の登録」と「狂犬病予防注射」を下表の日程で行います
ので、生後 91 日以上の犬を飼っている人は、都合の良い時間に会場
で受けさせてください。
※市が委託している動物病院でも「犬の登録」と「狂犬病予防注射」
　を実施しています。詳しくは、お問い合わせください。
※住所や飼い主の変更又は犬が死亡した場合も届出が必要です。
【問い合わせ】　市生活環境課　☎0994-43-2111  内線 3518
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◆串良地区
期
日 時　間 会　場

５
月
12
日
（木）

　9:30 ～ 10:00 細山田校区公民館
10:05 ～ 10:20 東新町公民館
10:30 ～ 10:45 立小野公民館
10:55 ～ 11:05 生栗須公民館
11:15 ～ 11:25 平瀬活動センター
11:35 ～ 11:50 下中公民館
13:15 ～ 13:35 上辰喰公民館
13:50 ～ 14:10 昭栄公民館
14:20 ～ 14:40 花鎌公民館
14:50 ～ 15:10 新中堀公民館
15:20 ～ 15:30 馬掛公民館

５
月
13
日
（金）

　9:30 ～　9:40 共栄公民館
　9:50 ～ 10:10 中山公民館
10:20 ～ 11:05 十三塚公民館
11:20 ～ 11:50 富ヶ尾公民館
13:15 ～ 13:35 新堀公民館
13:55 ～ 14:25 山下公民館
14:35 ～ 14:55 中郷公民館
15:05 ～ 15:30 大塚原公民館

５
月
16
日
（月）

　9:30 ～ 10:05 串良総合支所
10:15 ～ 10:40 岡崎西公民館
10:50 ～ 11:10 岡崎上公民館
11:20 ～ 11:50 緑ヶ丘公民館
13:15 ～ 13:35 白寒水公民館
13:45 ～ 14:15 下小原公民館
14:25 ～ 14:55 下方限公民館
15:05 ～ 15:30 柳谷公民館

期
日 時　間 会　場
５
月
17
日
（火）

　9:30 ～　9:55 鶴峰西地区ふれあいセンター
10:05 ～ 10:30 苫野町内会ごみステーション前
10:40 ～ 10:55 門前公民館
11:15 ～ 11:50 コミュニティセンター吾平振興会館

５
月
18
日
（水）

　9:30 ～　9:50 赤野公民館
10:05 ～ 10:30 鶴峰中地区ふれあいセンター
10:45 ～ 11:10 東大牟礼墓地広場
11:25 ～ 11:50 中央西地区ふれあいセンター

５
月
19
日
（木）

　9:30 ～　9:50 原口公民館
10:00 ～ 10:30 下名東地区ふれあいセンター
10:40 ～ 10:50 川北公民館
11:00 ～ 11:25 下名西地区ふれあいセンター
11:35 ～ 11:50 鶯町内会ごみステーション前

５
月
20
日
（金）

　9:30 ～　9:55 持田公民館
10:05 ～ 10:20 寺ヶ迫公民館
10:30 ～ 10:45 寒水公民館
10:55 ～ 11:15 中央麓地区ふれあいセンター
11:25 ～ 11:50 鉄道資料館

５
月
23
日
（月）

　9:30 ～　9:45 神野地区ふれあいセンター
　9:55 ～ 10:10 荷掛公民館
10:20 ～ 10:40 黒羽子公民館
10:50 ～ 11:15 鶴峰東地区ふれあいセンター
11:25 ～ 11:50 コミュニティセンター吾平振興会館

◆吾平地区

期
日 時　間 会　場

５
月
26
日
（木）

　9:30 ～　9:40 歌丸公民館
　9:50 ～ 10:00 白別府公民館
10:10 ～ 10:20 諏訪研修センター
10:30 ～ 10:45 福祉センター
10:55 ～ 11:05 和泉ヶ野公民館
11:15 ～ 11:35 輝北総合支所
11:40 ～ 11:50 愛宕公民館
13:15 ～ 13:25 下沢津公民館
13:35 ～ 13:45 上沢津公民館
13:55 ～ 14:10 久木野々公民館
14:20 ～ 14:30 辰喰公民館
14:35 ～ 14:45 上方公民館
14:55 ～ 15:10 市成校区公民館
15:20 ～ 15:30 宮園公民館

５
月
27
日
（金）

　9:30 ～　9:40 仏山公民館
　9:45 ～　9:55 朝倉公民館
10:00 ～ 10:10 八重山公民館
10:20 ～ 10:30 柏木公民館
10:35 ～ 10:50 日新公民館
11:00 ～ 11:10 谷田公民館
11:20 ～ 11:30 浮牟田公民館
11:40 ～ 11:55 高尾校区公民館
13:15 ～ 13:35 百引校区公民館
13:45 ～ 13:55 堂平公民館
14:05 ～ 14:15 坂宮公民館
14:20 ～ 14:30 影吉公民館
14:40 ～ 14:50 三原公民館
15:00 ～ 15:10 竹下公民館
15:20 ～ 15:30 平房活性化センター

◆輝北地区

●持参するもの
　○初めて登録する犬
　　6,000 円（犬の登録料、予防注射代）
　○登録が済んでいる犬
　　通知書、3,000 円（予防注射代）
　※ 通知書は、登録をしている場合のみ送付　
します。

●留意事項
　 　次の犬は、最寄りの動物病院に相談した　
うえで、予防注射を受けてください。
　○注射の日に制御できる人がいない犬
　○慢性的病気を持っている犬
　○最近、治療や予防などの処置を受けた犬
　○興奮しやすい性格の犬
　○ 妊娠又は発情などで普段と違う状態にあ　
る犬

犬を散歩させる時はフンを入れる袋を持参
するなど、マナーを守りましょう。
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●●職員の定数及び人件費による効果職員の定数及び人件費による効果
　 (145,320千円)　 

項　目 効果等
鹿屋市職員定数の削減数 △24人
職員人件費の削減 145,320千円

●●管理職手当て及び職員手当てによる効果管理職手当て及び職員手当てによる効果
（15,272千円）　         

項　目 効果等
管理職手当の減額 908千円
住居手当の廃止
（職員が自己所有する住居） 14,364千円

小　計 15,272千円

●●市長･副市長･教育長の給与の削減による市長･副市長･教育長の給与の削減による
　効果　効果　　　　　　　　　　（5,280千円）

項　目 効果等
鹿屋市特別職及び教育長の給与
の削減 5,280千円

小　計 5,280千円

●●鹿屋市外部仕分け作業による鹿屋市外部仕分け作業による
　見直し効果　見直し効果　　　　　　　　　（10,314千円）

項　目 事業数 効果等
休止・廃止 ２事業 543千円
予算の見直し ２事業 252千円
実施方法の見直し 22事業 7,410千円
現行どおり 23事業 2,109千円
その他 １事業 ０千円
小計 50事業 10,314千円

１億8,230万３千円平成23年度予算編成における総効果額

第２次鹿屋市行政経営改革による主な効果

▲有識者や公募市民で構成する鹿屋市行政経営改革委員会による鹿屋市外部仕分けの様子
　

国
・
地
方
を
取
り
巻
く
財
政
状

況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
鹿
屋
市

総
合
計
画
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
た
め
に
は
、
健
全
な
財
政
を
維

持
し
、
強
固
な
行
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
平
成
22
年
度

に
お
い
て
、
市
の
新
た
な
行
政
経

営
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
と
な

る
第
２
次
鹿
屋
市
行
政
経
営
改
革

大
綱
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
同

大
綱
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
取

組
内
容
を
取
り
ま
と
め
た
第
２
次

鹿
屋
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
る
第
２

次
行
政
経
営
改
革
に
着
手
し
ま
し

た
。

　

１
年
目
と
な
る
平
成
22
年
度
に

お
い
て
は
、
①
職
員
の
定
数
や

人
件
費
・
諸
手
当
等
の
削
減
、
②

有
識
者
や
公
募
市
民
で
構
成
す
る

鹿
屋
市
行
政
経
営
改
革
委
員
会
に

よ
る
公
開
の
場
で
の
鹿
屋
市
版
事

業
仕
分
け
（「
鹿
屋
市
外
部
仕
分

け
」）
の
実
施
、
③
民
間
手
法
を

導
入
し
、
公
共
施
設
等
の
効
率
的

な
管
理
・
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
指
定
管
理
者
制
度
の
推
進

な
ど
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ

る
事
項
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平

成
23
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
総

額
１
億
８
，
２
３
０
万
円
の
改
革

効
果
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
行
政
経
営
改
革
大
綱

が
掲
げ
る
「
元
気
な
『
か
の
や
』

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
成
果
重

視
で
ス
リ
ム
な
市
政
経
営
の
推
進

｣
を
目
指
し
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
と
と
も

に
、
実
施
後
の
結
果
・
効
果
に
つ

い
て
も
鹿
屋
市
行
政
経
営
改
革
委

員
会
等
に
お
い
て
随
時
検
証
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
積
極
的
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
行
財
政
改
革
推
進
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
５
３

●鹿屋市集中改革プラン実施
　に伴う効果　　　 　　（6,117千円）

項　　目 効果等
指定管理者制度導入施設 4,169千円
県内旅行の場合の旅行諸雑
費の廃止

656千円

付属機関及び市長の私的諮
問機関の見直し

1,292千円

小　　計 6,117千円
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　３月30日、大隅広域夜間急病セ
ンターの開所式が行われました。
　同センターは鹿屋市役所北側の
多目的駐車場内に、内科・小児科の
夜間急病に対応する診療所として
設置されました。診療時間は午後７
時から翌日の午前７時までで、治療
は応急的な処置に限られ、薬の処
方は１日分となります。診療後は、
改めてかかり付け医等での受診が
必要となります。

　３月６日、古江バイパス古里～
花岡間1.3㎞が整備され、開通記
念式典が行われました。
　このバイパスは、急勾配、急
カーブが連続する通称「古江坂」
を回避するために、鹿屋市白水～
垂水市新城間7.5kmを繋ぎます。
　今回の開通により、市道白水近
在線を通らずに直接国道220号へ
接続され、特定中型自動車以上も
通行できるようになりました。

　３月20日・21日、鹿屋商工会
議所駐車場で「第一回かのや産業
フェスタ」が東北地方太平洋沖地
震災害復興応援イベントとして開
催されました。
　会場では、被災地への救援物資
の受付も行われたほか、商工業を
盛り上げようと大隅全域から109
社の企業がブースを設け、２日間
で約16,000人の人出でにぎわいま
した。

第１期生 27人伝統築き卒業第１期生 27人伝統築き卒業
～第１回市立鹿屋看護専門学校卒業式～～第１回市立鹿屋看護専門学校卒業式～

　３月２日、市立鹿屋看護専門学校で３年ぶりの卒業式が行われ、27人
（男性６人、女性21人）が第１期生として卒業しました。
　平成20年４月に新たに３年課程全日制としてスタートした同校は、今
回が初めての卒業式。卒業式では、今泉校長が卒業生一人ひとりに「お
めでとう」と卒業証書を手渡し祝福。在校生代表で末永結花さんが送辞
を、卒業生代表の川邊美紀さんが「多くの方々の支えがあって卒業を迎
えることができました。本校で学んだ多くのことを心の糧として日進月
歩の医療技術に対応できるよう精進していきます」と答辞を述べ、卒業
生27人は新たなスタートを切りました。

　３月18日、市役所で「第１回『元
気なかのや』づくり会議」が行われ
ました。
　これは、嶋田市長の基本姿勢で
ある対話の取組の一つであり、
テーマごとに市長自らが市政運営
に関する参考意見を聴取する会議
で、今回は「街のにぎわいづくり」
をテーマに、リナシティかのやを
核とした中心市街地活性化策につ
いて意見交換を行いました。

中心市街地活性化策を中心市街地活性化策を
話し合う話し合う

夜間急病センター夜間急病センター
４月１日オープン４月１日オープン

商工業を盛り上げよう商工業を盛り上げよう
～かのや産業フェスタ～～かのや産業フェスタ～

※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

KANOYA鹿屋
古江バイパス開通古江バイパス開通
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　３月24日、串良町細山田の川原
園井堰で、春を告げる風物詩であ
る「柴の掛け替え」が行われまし
た。 
　これは、水稲づくりにはかかせ
ない作業で、明治期から伝わると
される伝統行事。当日は、関係者
約20人が長さ約45mの川幅に、柴
の束を約150束立て掛けて、柴堰
を完成させ、早期水稲の準備を行
いました。

　３月６日、輝北町平房の石牟礼
神社で春の例祭が開催され、上平
房・中平房・下平房の各保存会に
よる棒踊りが奉納されました。
　これは、五穀豊穣を祈願しよう
と毎年行われているもの。当日
は、各保存会の白いはちまきや色
鮮やかなたすきを身につけた踊り
子が、特徴のある踊りを披露し、
威勢のよい掛け声とともに、棒を
打ち鳴らしていました。

　３月12日と19日、星塚敬愛園
で「第１回星塚敬愛園ボランティ
ア養成講座」が開催されました。
　この講座は、敬愛園と地域の架
け橋となる人材の育成を目的に開
催されたもので、29人が参加。当
日は、敬愛園の歴史や施設の概要
などを学び、最後に、認定証を受
け取りました。主な活動として園
内ガイドや入所者との交流などの
活動を行っていきます。

「第３代ローズクィーンかのや」が決定

　３月 24 日、鹿屋商工会議所で
「ローズクィーンかのや選考会」
が開催されました。
　「ローズクィーンかのや」に選
ばれたのは、川崎 亜希さん（寿
５丁目）、髙橋 友香さん（寿４丁
目）、岩元 宝さん（寿７丁目）の
３人で、任期は平成 25 年３月ま
での２年間。今後、３人はかのや
ばら園をはじめ、かのや市の魅力
を広く PRしていきます。

　３月14 日、
市内で露地野
菜経営に取り
組んでいる㈱
マルキヨ（獅
子目町・代表
取締役清水章
一郎氏）が、全
国優良経営体
表彰法人経営
部門で「全国
担い手育成総
合支援協議会

長賞」を受賞しました。
　これは、積極的な経営改善への
取組が認められ、県内で唯一の受
賞。清水さんは「これを機に鹿屋
の農業発展のため、さらに頑張り
たい」と抱負を話してくれました。

川崎 亜希 さん川崎 亜希 さん
（代表クィーン）（代表クィーン）

髙橋 友香 さん髙橋 友香 さん岩元 宝 さん岩元 宝 さん

KANOYA鹿屋全国優良経営体全国優良経営体
表彰を受賞表彰を受賞

KANOYA鹿屋 星塚敬愛園と星塚敬愛園と
地域との架け橋に地域との架け橋に

輝北 KIHOKU石牟礼神社春の例祭石牟礼神社春の例祭 KUSHIRA串良 春を告げる春を告げる
伝統の柴の掛け替え伝統の柴の掛け替え
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　３月８日、細山田幼稚園から鹿
屋市社会福祉協議会に車椅子が寄
贈されました。
　これは、園児や保護者、地域住
民が空き缶のプルタブをドラム缶
1.5本分、アルミ缶約260㎏を集め
て購入した車椅子１台を寄贈した
もの。手渡された山下会長は「高
齢者や身体の不自由な皆さんのた
めに、大事に使わせていただきま
す」と謝辞を述べました。

　３月23日、輝北町の高尾児童館
で平南及び高尾児童館の閉館式が
行われました。平南児童館は昭和
43年、高尾児童館は昭和44年か
ら供用を開始。児童の遊び場の提
供、健康増進などを目的としてき
ましたが、今年３月で閉館するこ
とになり、閉館式に参加した歴代
の児童厚生員や卒園児、地域住民
等約50人は、長年続いた児童館と
の別れを惜しみました。

　３月４日、串良平和アリーナで
「第23回消防のひろば」が開催さ
れました。
　これは、東部消防署管内の幼年
消防クラブが一同に集い、防火意
識の高揚を図るために開催された
もので、洗心保育園とふたば保育
園の幼年消防クラブ約80人が参
加。当日は、園児たちが規律訓練
を披露するなどして、防火に対す
る思いを再確認していました。

　３月12日、串良公民館で「串良
地域子ども会大会」が開催されま
した。
　これは、学校の垣根を越えて、
交流を行おうと毎年行われている
もので、今年は「東共心子ども会」
と「串良校区子ども会」の年間活
動報告が行われたほか、なんこ遊
びやカローリング（室内カーリン
グ）などのレクレーションも行わ
れ、楽しい時間を過ごしました。

　３月８日、野里小学校６年生34人が、フルマラソンと同距離の42.195
㎞を完走しました。
　１周200mの校庭を一人６～７周の計211周をリレーでつなぎ、２時間
11分32秒で走りきりました。
　このマラソンは、卒業前に思い出を作ろうと児童が計画したもので、こ
の日のために学校で取り組んでいる朝のかけ足運動の時間での坂道ダッ
シュなどの特訓をしてきました。校庭では他学年の児童や保護者の熱い声
援を受けながら、児童たちは、つないだバトンを必死で振りながらトラッ
クを全力疾走し、目標タイムの２時間15分を見事にきりました。

フルマラソンを完走フルマラソンを完走
～34人でリレーつなぐ～～34人でリレーつなぐ～

KANOYA鹿屋

輝北 KIHOKU約40年の歴史に幕約40年の歴史に幕 KUSHIRA串良 KUSHIRA串良防火への意識高める防火への意識高める 子ども会単位で子ども会単位で
交流を図る交流を図る

KUSHIRA串良車椅子１台を寄贈車椅子１台を寄贈

※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
者
を
募
集

国
民
健
康
保
険

● 

対
象
者
＝
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

① 

受
診
日
現
在
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
、
30
歳
以
上
74

歳
以
下
の
人

② 
平
成
22
年
度
分
の
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の

人
●
助
成
額

　

一
般
ド
ッ
ク＝

１
５
，
０
０
０
円

　

脳
ド
ッ
ク

＝
１
８
，
０
０
０
円

　

 

が
ん
ド
ッ
ク（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ド
ッ
ク
）

　

＝
５
０
，
０
０
０
円

●
定
員

　

一
般
ド
ッ
ク　
　

＝
４
０
０
人

　

脳
ド
ッ
ク　
　
　

＝
１
２
０
人

　

 

が
ん
ド
ッ
ク（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ド
ッ
ク
）

＝
30
人

後
期
高
齢
者
医
療

● 

対
象
者
＝
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

① 

受
診
日
現
在
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者

② 

平
成
22
年
度
分
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

人
●
助
成
額

　

一
般
ド
ッ
ク

　
　
　

＝
１
５
，
０
０
０
円

　

脳
ド
ッ
ク

　
　
　

＝
１
８
，
０
０
０
円

　

が
ん
ド
ッ
ク（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ド
ッ
ク
）

　

  

＝
５
０
，
０
０
０
円

●
定
員

　

一
般
ド
ッ
ク　
　
　
　

＝
60
人

　

脳
ド
ッ
ク　
　
　
　
　

＝
10
人

　

が
ん
ド
ッ
ク（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ド
ッ
ク
）

＝
５
人

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
、
昨
年
度

の
未
受
診
者
を
優
先
し
、
残
り

の
定
員
に
つ
い
て
抽
選
を
行
い

ま
す
。

● 

申
請
方
法
＝
健
康
保
険
被
保
険

者
証
及
び
印
鑑
を
持
参
し
て
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
期
間
＝
５
月
９
日
（
月
）

〜
27
日
（
金
）

※ 

一
般
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
が

ん
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
つ
の

申
請
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

市
健
康
保
険
課

　
（
１
階
⑤
・
⑥
番
窓
口
）　

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

募
集
・
申
請

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2011 5月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2011 4月

　市では、空き店舗を活用した開業や魅力ある専門店などの出店を行う商店街や通り会及び商工
会等に対し、補助金を交付して商店街活性化を支援します。
　市内の空き店舗を活用して、新たに魅力あふれるお店を出店してみませんか。
●対象者
○商店街振興組合等団体
○商工会
○商店街振興組合等団体又は商工会の同意を受
けた個人等
○社会福祉法人
○非営利活動法人
●対象事業
○空き店舗を新たな事業実施の拠点又は不足業
種補完のための活動拠点として活用する事業
※既に開業している店舗は、対象になりません。

●対象経費
区　　分 補助金の基準

店舗改装費 対象経費の３分の２以内で 50
万円を上限

家賃 補助対象年度内の対象経費の２
分の１以内で月額５万円を上限

誘致宣伝広告費 対象経費の３分の２以内で 30
万円を上限

空き店舗活用促進事業をご活用ください空き店舗活用促進事業をご活用ください

【問い合わせ・申請先】　市商工振興課（2階）　☎ 0994-31-1164

●その他
○申請件数が多数の場合は、予算枠を超えた時点
で申請を締め切ります。
○対象区域が設定されていますので、詳しくはお
問い合わせください。
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エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
及
び
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
購

入
補
助
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
の
設
置
補

助
や
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
購

入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

市
生
活
環
境
課
（
５
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
５

食
育
や
地
産
地
消
な
ど
の

活
動
を
応
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
食
育
や
地
産
地
消
な

ど
食
と
農
の
交
流
活
動
を
行
う
団

体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

郷
土
料
理
の
普
及
や
農
林
水
産

業
の
体
験
活
動
な
ど
自
ら
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
食
と
農
の
交

流
活
動
に
仲
間
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

● 

事
業
内
容
＝
各
種
団
体
が
自
主

的
に
行
う
食
育
や
地
産
池
消
な

ど
の
活
動
で
公
益
性
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
事
業

● 

応
募
資
格
団
体
＝
市
内
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
３
人
以
上
の

団
体
で
、
構
成
員
の
半
数
以
上

が
市
内
に
居
住
・
勤
務
又
は
通

学
し
て
い
る
団
体

● 

補
助
金
額
＝
上
限
10
万
円

※ 

補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
で
選
考
し
、
決
定

し
ま
す
。

●
申
請
期
限
＝
４
月
28
日
（
木
）

※ 

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

市
農
政
水
産
課
（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
７

市民とのパートナーシップ推進事業の企画案を募集します市民とのパートナーシップ推進事業の企画案を募集します
　市では、市民の皆さんと「共生・協働地域社会」の実現に向けて、新たな公共サービスの担い手を発掘・
育成し、共生・協働で進めるまちづくりを推進していくために、市民活動の内容・規模に応じた公益事業の
企画案を募集します。

●事業の内訳

事業名 チャレンジ・ボランティア
推進事業 協働パイロット事業 地域づくり推進事業

事業内容

ボランティア活動を始め
たい団体や、現在の活動を
活発にしたい団体が簡単
に取り組める事業

「地域づくり」のモデルと
なる公益性・社会貢献度
の高い事業

夢のあるまちづくりや地域
にある課題解決に取り組む
事業
※町内会を対象

委託額 上限 10万円 上限 50万円 上限 20万円

採択件数 3 事業 ４事業 ５事業

対象となる事業 市内で実施される事業で、国、県又は市等の他の制度による補助・助成及び委託を受け
ていない事業であること

応募資格団体
①市内を中心に活動している町内会・NPO法人・ボランティア団体等の市民活動団体
②５人以上の会員で組織し、継続した活動ができる団体
③団体の運営に関する規約又は会則等がある団体

実施期間 委託契約した日の翌日から平成 24年２月 29日（水）まで

応募方法
応募用紙に必要事項を記入のうえ、直接持参又は送付してください。
※応募用紙は、市民活動推進課及び各総合支所市民生活課に置いてあるほか、市ホーム
ページからもダウンロードできます。

応募期間 4 月 15 日（金）～ 5月 16日（月）

【問い合わせ・応募先】　市民活動推進課（5階）　☎ 0994-31-1147

平成
23年度

毎
月

1919
日日
は

か
の
や

か
の
や
食
育
の
日

食
育
の
日

種　類 補助額 予定数 申請期限

エコハウス
設備

住宅用太陽光
発電システム

30,000円/kW
（上限10万円）150件

設置後
90日以内

太陽熱温水器
高効率給湯器
（エコキュート、
　エコジョーズ等）

20,000円/台 100件

電動アシスト自転車 15,000円/台   50件 購入後
60日以内

※補助については、市内業者から購入した商品に限ります。

KANOYA  CITY
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情報掲示板

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課　

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

串
良
さ
く
ら
温
泉
の
電
話

番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
串
良
さ
く
ら
温
泉

（
串
良
温
泉
セ
ン
タ
ー
）
の
電
話

番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

電
話
帳
掲
載
の
電
話
番
号
と
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
課
か
ら
の
お
知

ら
せ

出
産
育
児
一
時
金
の
支
払
方
法

に
「
受
取
代
理
制
度
」
が
新
設

さ
れ
ま
し
た

　

従
来
の
支
払
方
法
に
加
え
、
受

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
及
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
再
開
し
ま
す

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
及

び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い

て
、
全
国
で
死
亡
例
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
厚
生
労
働
省
の
方
針
に

基
づ
き
、
一
時
的
に
接
種
を
見
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
厚

生
労
働
省
か
ら
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
及
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
と
死
亡
例
と
の
間
に
、
直
接

的
な
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
４
月

１
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

● 

接
種
対
象
者
＝
市
内
に
住
民
票

が
あ
り
、
生
後
２
か
月
か
ら
５

歳
未
満
の
乳
幼
児

● 

助
成
期
間
＝
４
月
１
日
（
金
）

〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）

●
接
種
費
用
＝
無
料

● 

接
種
回
数
＝
接
種
を
開
始
す
る

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※ 

こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
で

す
の
で
、
接
種
の
効
果
や
副
反

応
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
た
う

え
で
、
保
護
者
同
意
の
も
と
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

№ 講座名 期　　間 開催日時 定員 内　　容

1 手話奉仕員養成講
習会（入門課程）

６月 9日（木）
　～平成24年１月12日（木）
（全 30 回）

毎週木曜日
13:30 ～ 15:30 50 人

初級者向け講習会で指文字
や簡単な日常会話などを学
びます。

2 手話奉仕員養成講
習会（基礎課程）

６月 6日（月）
　～平成 24 年 2月 6日（月）
（全 30 回）

毎週月曜日
19:00 ～ 21:00 50 人

入門課程を修了した人を対
象に、手話の応用について
学びます。

3 点訳奉仕員養成講
習会

６月 6日（月）
　～ 11 月 7日（月）
（全 20 回）

毎週月曜日
13:30 ～ 15:30 20 人

文字や文章などを点字に直
して伝える方法を学びます。
※パソコンが必要です。

4 音声訳奉仕員養成
講習会

６月 7日（火）
　～ 10 月 18 日（火）
（全 10 回）

毎月第1･3火曜日
13:30 ～ 15:30 20 人 文字や文章などを音声に直

して伝える方法を学びます。

5 要約筆記奉仕員養
成講習会

６月 14 日（火）
　～平成24年1月24日（火）
（全 16 回）

毎月第2･4火曜日
13:30 ～ 15:30 20 人

文章などの要点を取りまと
めて文字で伝える方法を学
びます。

ボランティア養成講習会の受講者を募集ボランティア養成講習会の受講者を募集
　市社会福祉協議会では、視覚・聴覚に障がいを持つ人の自立と社会参加活動の促進を目的としたボランティ
ア養成講習会の受講者を募集します。

●場　　所　リナシティかのや２階福祉プラザ
●受  講  料　無料　※別途テキスト代が必要
●応募方法　直接来館するか、希望する講座名・住所・氏名・ふりがな・性別・生年月日・年齢・電話番号
　　　　　　を明記のうえ、ハガキ、FAX又は Eメールでご応募ください。
●応募期限　５月 31日（火）
　　　　　　※定員になり次第締め切り

【問い合わせ・応募先】
　〒 893-0009　鹿屋市大手町 1-1　リナシティかのや内　市社会福祉協議会
　☎ 0994-44-2277　FAX 0994-44-7757　E メール  k.shakyou003@cronos.ocn.ne.jp

※年末年始・祝日は除く

平成
23年度

●新しい電話番号
　０９９４ｰ３１ｰ４４２６
●新しいＦＡＸ番号
　０９９４ｰ３１ｰ４４２７
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取
代
理
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
受
取
代
理
制
度
で
は
、
市
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
出
産
す

る
場
合
、
市
へ
事
前
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
機
関
等
が
代
理

で
一
時
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

受
取
代
理
制
度
を
利
用
で
き
る

か
は
、
医
療
機
関
等
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金
の
直
接
支
払

制
度
を
利
用
す
る
人
は
、
ご
確

認
く
だ
さ
い

●
出
産
費
用
額
が
一
時
金
42
万
円

以
下
の
場
合

○
退
院
時
に
窓
口
負
担
は
発
生
し

ま
せ
ん
。

○
一
時
金
と
の
差
額
分
を
申
請
後

に
支
給
し
ま
す
。

●
出
産
費
用
額
が
一
時
金
42
万
円

を
超
え
る
場
合

○
一
時
金
の
額
を
超
え
た
分
を
退

院
時
に
窓
口
で
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
の
対
象
と

な
ら
な
い
出
産
の
場
合
、
一

時
金
は
39
万
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
保
険
課

　
（
１
階
⑥
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●３●月

市立図書館 ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室 ☎ 0994-58-6036
輝北コミュニティセンター図書室 ☎ 099-486-0505
串良公民館図書室 ☎ 0994-63-2623

市
立
図
書
館

花
の
鎖

　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え
著

統
ば
る
島

　
　
　
　
　
　

池
上
永
一
著

仏
の
発
見　

　
　

五
木
寛
之･

梅
原
猛
著

も
も
こ
の
ま
ん
ね
ん
日
記

２
０
１
１

　
　
　
　

さ
く
ら
も
も
こ
著

い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
あ

な
た
へ　
　
　

　
　
　
　
　
　

江
國
香
織
作

ろ
ば
の
と
し
ょ
か
ん

 

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
作

お
弁
当
か
ら
は
じ
め
る
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

今
井
洋
子
著

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

重
力
ピ
エ
ロ

　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎
著

悪
人

　
　
　
　
　
　

吉
田
修
一
著

き
こ
と
わ

　
　
　
　
　

朝
吹
真
理
子
著

光
に
向
か
っ
て
１
０
０
の
花

束　
　
　
　
　
　

高
森
顕
徹
著

く
ま
の
こ
う
ち
ょ
う
せ
ん
せ

い　
　
　
　

こ
ん
の
ひ
と
み
作

は
っ
け
よ
い 

の
こ
っ
た

　
　
　
　

か
ま
た
の
ぶ
こ
作

と
ん
と
ん
と
ん 

こ
ん
に
ち

は
！

　
　
　
　

ま
つ
い
の
り
こ
作

串
良
公
民
館
図
書
室

陽
だ
ま
り
の
時
間

　
　
　
　
　
　

大
平
光
代
著

フ
ァ
ミ
リ
ー･

シ
ー
ク
レ
ッ

ト　
　
　
　
　
　
　

柳
美
里
著

親
が
死
ぬ
ま
で
に
し
た
い
55

の
こ
と

　
　

親
孝
行
実
行
委
員
会
編

福
川
澄
代
の
和
の
布
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　

福
川
澄
代
著

な
り
た
い
自
分
を
見
つ
け

る
！
仕
事
の
図
鑑

　

仕
事
の
図
鑑
編
集
委
員
会
編

借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ

テ
ィ

　

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
作

「
和
」
の
行
事
え
ほ
ん
１

　
　
　
　
　
　

高
野
紀
子
作

 新刊図書の案内輝北コミュニティセンター
図書室からのおすすめ 

Library Information

図書館情報

人間失格？　　　　　　　　　
土井 隆義著　日本図書センター

　「少年犯罪」を考えるために避けては通
れないこの一冊 ! 少年たちとのつながりの
糸、あなたは紡ぎますか？それとも断ち
切りますか？

エウスカディ
馳 星周著　角川書店
　「ぼくは知ってしまった。父はテロリス
トだった。日本赤軍のメンバーだった」
三十年余の時を経て明かされる驚愕の真
実とは…

孤舟　　　　　　　
渡辺 淳一著　集英社

　定年退職後、バラ色の第 2の人生のは
ずが…。待っていたのは夫婦関係と親子
関係の危機。人生最大の転機をいかに乗
り切るか！？

小学生のアイデア工作
蓮見 国彦監修　学研
　ペットボトル、牛乳パック、ステロー
ル容器…。作らないともったいない。素
材ごとにコツがくわしくのっているから、
上手に作れる。
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SPR ING  IN  KANOYA  ROSE  GARDEN

2011春
かのやばら祭り
九州新幹線全線開業記念

かのやばら園 開園時間 9:00～18:00
【入園料】●一般：600円　●小・中・高生：100円　●年間パスポート（一般：1,800円／小・中・高生：300円）

※5月13日～15日は21：00まで開園

百
万
本
の
ば
ら
に
抱い

だ

か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

癒い
や

さ
れ
る
。

4/28［木］～6/5［日］

【問い合わせ】　
　かのやばら祭り実行委員会　☎0994-31-1121

4月27日（水）
○対象者　鹿屋市民
※市内在住であることを確認するため、この広報かの
やを持参していただくか、免許証、保険証など住所
の確認ができるものをご提示ください。

5月5日（木）子どもの日
○対象者　小・中・高生

ボランティアスタッフを募集
　会場案内、チラシ配布、来園者の写真撮影など、あ
なたの力をお貸しください。
※応募方法など詳しくは、実行委員会までお問い合
わせください。

入園料無料日

20



EVENT イベント

①11：00～　②14：30～
ピッピバルーンショー
13：00～
アンデスの風
〔青年海外協力隊鹿児島県OB会〕

9：00～18：00
ＪＩＣＡボランティア写真展
〔ＪＩＣＡデスク鹿児島〕

4／30 ㊏

5／  1 ㊐

ピッピバルーンショー
13：30～　
エイサー 〔鹿屋エイサー倶楽部〕

5／  3 ㊋

阿蘇猿まわし劇場
 　勘平・新八
12：00～
なでしこアンサンブル
〔郷土が生んだ芸術家を支援する会〕

5／  4 ㊌

ピッピバルーンショー
12：30～
レクダンス 〔ひまわり会〕

5／ 5 ㊍

薩摩剣士隼人
　　ステージショー

5／ 8 ㊐
11：00～

12：30～

〔アロハティアレミエコオハナ〕フラダンス

手塚洋子とかのや女声コーラス
「バラ」のコンサート

5／22 ㊐
10：00～

浅井愼平と写そう！
写真撮影会

5／28 ㊏
13:00～

哀川翔トークショー

①11：00～　②14：30～

①11：00～　②14：30～

①11：00～　②14：30～

①11：00～　②14：30～

LECTURE 講座
5／ 1 ㊐・ 3 ㊋・ 4 ㊌・ 5 ㊍・ 8 ㊐
5／15 ㊐・22 ㊐・29 ㊐・6／ 5 ㊐

子ども自然クラフト祭り
〔国立大隅青少年自然の家〕

4／30 ㊏ ・ 5／ 1 ㊐

プリザーブドフラワー講習
〔ル・コパン〕

5／ 7 ㊏

寄せ植え教室
〔花
はな

＊薔
は な

薇＊会
かい

〕
5／21 ㊏

楽しい木工教室＆建築無料相談
〔㈳鹿児島県建築士会鹿屋・肝属支部〕

10：00～15：00

10：00～15：00

13：00～15：00

9:00～15:00

5／28 ㊏

昔なつかし木工工作
〔岩佐工務店木工部〕

10：00～15：00

大隅わっぜよかどミニ博覧会
〔わくわくすんくじら〕

4／29 ㊎

体力測定コーナー
〔県民健康プラザ健康増進センター〕

鹿屋農高産バラ新苗の販売
〔鹿屋農業高等学校造園班〕

4／30 ㊏ ・ 5／ 1 ㊐ ・ 7 ㊏ 8 ㊐

2011アースデイかのや
〔アースデイかのや〕

5／ 7 ㊏

「恋人の聖地」カップル応援デー
〔NPO法人ローズリングかのや〕

がんばれ日本！新茶祭り
～かのや深蒸し茶～
〔茶業青年部緑萠会〕

5／ 14 ㊏ ・ 15㊐

10：00～16：00

13：00～16：00

10：00～15：00

10：00～16：00 （自由広場）

9：00～17：30

10：00～16：00

5／14 ㊏

榎木孝明と描く！
～ばら園でスケッチ～

9：30～ （受付開始）

13：00～　
３Ｂ体操発表演技〔３Ｂ体操同好会〕

EXHIBITION 展示

母の日の花贈り
〔手作りサークルfura＊fura〕

5／ 3 ㊋ ~ 5 ㊍

榎木孝明絵画展

5／ 6 ㊎ ~ 8 ㊐

5／15 ㊐・ 16 ㊊

愛石展 〔鹿屋愛石会〕

2011,ようこそ
　　ばらのまちかのやへ

5／ 9 ㊊ ~ 14 ㊏

〔大隅はんどくらふと協会〕

10：00～17：00

9：00～18：00

9：00～17：00

かのや「ばら」と「海」
フォトコンテスト入賞作品展

5／17 ㊋~ 22 ㊐

9：00～17：00

9：00～18：00

「花
はな

＊薔
は な

薇＊会
かい

」作品展示会

5／20 ㊎~ 22 ㊐
9：00～18：00

5／23 ㊊ ~ 6／ 4 ㊏
9：00～17：00
押し花展示・体験会〔チーム押し花〕

〔花
はな

＊薔
は な

薇＊会
かい

〕

ANOTHER その他
〔郷土が生んだ芸術家を支援する会〕

〔鹿屋ＹＥＧ〕

かのやＹＥＧ
10：00～15：00
5／15 ㊐

11：00～　
〔ヒロ・パパリナ〕フラダンス

5／21 ㊏
10：00～
薔薇のクラシックコンサート
〔かのやオーケストラ〕

桂竹丸お笑いショー
12：30～
ベリーダンスと
民族楽器のショー
〔ベリーダンス〕

13：30～
ばらいっぱいコンクール表彰式

①11：00～　②14：30～

ーガー販売ラバ

6／ 5 ㊐
9：00～17:00
花嫁撮影会 〔wish〕

かのや・ばら婚！
～キャンドルナイトで婚活しよう～

18：30～21：00

○キャンドルアート、イルミネーション

キャンドルナイト
inかのやばら園

5／14 ㊏ 

5／15㊐

鹿児島国際大学
 オペラ野外コンサート

5／13 ㊎ ~ 15㊐

キャンドルナイトinかのやばら園
実行委員会　　☎0994-41-8718

○地元特産品を使った軽食コーナー
　（14日・15日のみ）

鹿屋青年会議所事務局
　　☎0994-42-2245

※事前申込が必要です。

19:00～20:30

市民コンサート
19:00～20:30

夜間イベントNIGHT

日本舞踏
13：00～

〔龍藤舞踏グループ〕

KANOYA  CITY
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情報掲示板

　

映
画 

「
毎
日
か
あ
さ
ん
」 

● 

上
映
期
間
＝
５
月
７
日
（
土
）

〜
５
月
20
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
１
４
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生
＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下
＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上　

＝
１
，
０
０
０
円

※ 

上
映
期
間
、
上
映
時
間
、
鑑
賞

料
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

４月・５月の歯科休日急患在宅医

４月・５月の休日救急当番医

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることがあ
　ります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時

◇肝属東部医師会　　　     診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話(0994）

4 月 17 日
ルミコ医療ステーション 肝付町前田 65-0921
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 65-5040

24 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
山路医院 東串良町池之原 63-2134

5 月   1 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

8 日
小野医院 肝付町前田 65-2314
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

15 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
児玉医院 東串良町川東 63-8522

◇鹿屋市歯科医師会　　　　   診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
4 月 17 日 安楽歯科 寿 5丁目 44-2220

24 日 池田病院歯科 下祓川町 43-6468
29 日 おおやま歯科クリニック 寿 4丁目 43-3210

5 月   1 日 おにがはら歯科医院 寿 2丁目 40-3340
3 日 上村歯科医院 田崎町 44-6077
4 日 貴島歯科医院 札元 1丁目 44-5000
5 日 クリス歯科 白崎町 41-3931
8 日 近藤歯科医院 西原 4丁目 44-5373
15 日 さかもと歯科クリニック 寿 8丁目 44-2003

…内科　　…小児科　 …外科小

…内科　　 …小児科　　 …外科

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

4 月 17 日
 幸田内科 寿 4丁目 43-5000

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

24 日
 池田病院 下祓川町 43-3434

　 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

29 日
 前田内科 本町 42-2175

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 鮫島整形外科病院 寿 1丁目 43-2535

5 月   1 日
 伊東クリニック 札元 2丁目 43-3500

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

3 日
 福田病院 寿 3丁目 43-4191

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 検見崎病院 西原 1丁目 43-2991

4 日
 園田クリニック 旭原町 43-8181

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 白浜外科 西原 1丁目 43-4195

5 日
 中原クリニック 横山町 48-2011

　 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

8 日
 おばま医院 寿 2丁目 42-5235

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 小倉記念病院 寿 8丁目 44-7171

15 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

小

小

小

小

小

小

小

小

小

期　　日　4月 29日（金）
場　　所　輝北うわば公園
コ  ー  ス　4km、8km
日　　程　受付　9:00 ～ 9:45　
 　 スタート　10:00 ～
参加方法　 当日、参加料 300 円を持参して受付まで

お越しください。
※終了後、豪華景品が当たる抽選会があります。

【問い合わせ】㈶輝北うわば公園まちづくり公社
☎ 099-485-1900

輝北グリーンハイキング
リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報
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旨い焼酎と
旨い肴があればよい。

旨
い
焼
酎
と

旨
い
肴
が
あ
れ
ば
よ
い
。

飲酒は 20 歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。

鹿児島県鹿屋市白崎町 21番 1号
TEL（0994）44-2190　FAX（0994）40-0950

料理提供

鹿屋市海道町 1181
☎ 0994-46-2070

鹿
児
島
の
農
業
地
帯

大
隅
半
島
の
地
焼
酎

鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

さ
つ
ま
大
海

印刷の事なら、新生社印刷にお任せください

南九州で業界初の認証取得

〒893ー0013　鹿児島県鹿屋市札元1ー22ー34
TEL 0994ー43ー2238　FAX 0994ー43ー7541

ご連絡頂ければ、すぐ営業がお伺い致します！

南九州 業 初 得

名刺やハガキ、チラシや雑誌、ポスター、パンフレットなどの高品位な印刷物を、自社内の一貫生産ラインにて製作。

プランニング
／デザイン

プレゼンテーション デザインワーク
（組版処理・画像処理）

校正／色校正 刷　版 印　刷 製本／加工

　ひとくちに「印刷物」といっても、とっても幅が広くて、
奥行きも深いもの。
　私たちは、お客さまが印刷物に望む「こういうもの」を
形にして、あなただけのオリジナル商品をつくっています。

暮らしに密着した製品づくりをトータルで考えます。

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

　
　 広告のひろば

KANOYA  CITY
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今月の表紙

秋山　ミカさん   （100歳）    　王子町
長生きの秘訣は、「クヨクヨしない
性格で、農業一筋に働いてきたこ
とで培った健康な体」だそうです。

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

平成 23 年 4月 13 日発行　No.127
発行／鹿屋市役所　編集／ 総務部秘書広報課
　　　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　　　   ☎ 0994-43-2111

探
屋
鹿

訪

短
た ん こ う

甲・衝
しょう

角
か く

付
つ き

冑
かぶと

人口と世帯数
平成 23 年３月１日現在

対前月比
総　数 105,227 人　 （＋ 31）
男 49,806 人　 （＋ 34）
女 55,421 人　 （－   3）
世帯数 44,448 世帯 （－ 11）

面　積　448.33㎢

市の花「ばら」

串良ふれあい
　　センター内

至  

大
崎
町

至  

笠
之
原

串良総合支所

宮下交差点

　３月 27 日、上祓川町の瀬
戸山神社で祓川地区（上祓川
町、祓川町、下祓川町、西祓
川町）の棒踊りが奉納されま
した。
　これは、五穀豊穣と無病息
災を祈願する伝統行事。当日
は、各町内会の踊り手約 100
人が練習の成果を披露。白が
すりに、赤や黄色の色鮮やか
な帯やたすきを身につけて、
神社境内で厳かに奉納しまし
た。

森山　トミさん   （100歳） 　大姶良町
長生きの秘訣は、「好き嫌いがなく、
何でも食べること」だそうです。

　

昭
和
25
年
西
祓
川
町
の
農
道
工
事
の
際
に
地
下

式
横
穴
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
短
甲
・
衝
角
付
冑
」

は
、
今
か
ら
１
５
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
の
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
大
変
貴
重
な
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭

和
41
年
に
県
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
傷
み
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
平
成
20
年
か
ら

３
年
を
か
け
て
補
修
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
串
良
歴
史

民
俗
資
料
室
に
て
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
館

日
は
、
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
涯
学
習
課
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
６
７

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」
　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

串良町有里

No.64

宮原　琉
る

輝
き

亜
あ

ちゃん（1か月） 
札元 1丁目

優しくたくましく育ってね。大きくなっ
たらメル友しようね。（祖母）

広報　

押　佳
か

歩
ほ

ちゃん（２歳） 　　  新川町
いつも元気に遊んで周りに笑顔を振
りまいてくれてありがとう。（父母より）

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

みんなみんな元気 !元気 !みんな元気 !

　大雨や台風襲来時にFMかの
やの放送を通して、防災情報を
市民の皆さんにお伝えしていま
すので、お聴きください。


